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「千葉大学学術成果リポジトリ」説明会のご案内 

 
附属図書館では，千葉大学で生み出された学術研究成果の電子ファイルを収集，蓄積，保存，

公開するための電子書庫「千葉大学学術成果リポジトリ」の構築を試験的に進めて参りましたが，

この度，正式に登録の受付を開始する運びとなりました。 
 
つきましては，下記のとおり，千葉大学学術成果リポジトリの概要，登録および検索の操作，

著作権に関する留意点等に関する説明会を実施いたしますので，奮ってご参加いただきますよう

お願いいたします。 
 

記 
 
１．対象者 
 教職員および大学院生 
 
２．日時および場所 
 （西千葉地区） 
   3月 18日（金） 13時～14時 附属図書館 4階ライブラリーホール 
 （亥鼻地区） 
   3月 16日（水） 13時～14時 附属図書館亥鼻分館ライブラリーホール 
 （松戸地区） 
   3月 17日（木） 13時～14時 園芸学部第一会議室 
 
３．内容 
  13:00～13:20  概要説明（目的，機能，システム，登録者申請方法） 
  13:20～13:35  登録/検索インターフェイスの操作説明 
  13:35～13:45  著作権について 
  13:45～14:00  質疑応答 
 

【この件に関する問い合わせ先】 
附属図書館情報管理課雑誌･電子情報係 

                            Mail: joho@LL.chiba-u.ac.jp 
                                Tel: 2253 Fax: 2255 



 
 

千葉大学学術成果リポジトリについて 
 

１．学術成果リポジトリとは 

 

千葉大学において生み出された学術研究成果（学術論文，プレプリント，テクニカル・レポー

ト，学位論文，会議発表資料等）を電子的な形態で蓄積，保存し，学内外に公開するためのイン

ターネット上の発信拠点（サーバ）。 

 

２．概念図 

 

 

学内研究者 図書館職員

・システム運用管理

・登録支援 

一般利用者 

学術成果 

利用登録 学術研究成果 
（コンテンツ） 
・学術論文 
・プレプリント 
・テクニカル・レポート

・学位論文 
・学会発表資料 

千葉大学の学術研究成果の 

一元的な発信窓口 

（＝ショーウィンドウ） 

http://mitizane.LL.chiba-u.jp/curator/ 

 
３．期待される効果 
 
（１）社会にとって 
・千葉大学の研究動向の迅速な把握  
 

（２）千葉大学にとって 
・大学としての社会に対する説明責任の履行 
・研究機関としての知名度の向上 
・産学連携の促進 
 

（３）学内研究者にとって 
・自らの研究成果の可視性の向上 
・自らの研究成果の管理，発信，保存のコスト削減 

 


